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ラフアース・ 
クリーンア w フ ， gB 

世界規模で海岸や 河川のクリーン 作戦か展開された 6 月 7 

日、 岡垣町てもクリーンキャンペーン か 開催されました。 

朝 早くから湯川・ 渡津・吉木・ 糠 塚の海岸にかけて 約 1600 

人のボランティアが 参加して、 ビン、 缶などのごみ 拾いを行 

ないました。 燃えるごみはその 場で焼却。 ビン、 缶 なとは ト 

  ラック て 回収し処理場まで 運ひ ました。 
  今年は 8.7 トンの コ ミが集められ 年々増えてきています。 

きれいになった 海岸に立つと 今年はきっと 海がめもかえっ 

てくると期待がわいてきます。 

Ⅹ来年からは 6 月の第 1 日曜日を「ラフアースの 日 」とし、 

町をあ けての行事としますの て 多数の参加をお 願いします。 
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・・ 日 りロ f 口 3 0 年 Ⅱ 月 2 日 カ ー リコ ｜ f Ⅱ 4 4 年 

4 月 1 円までに生まれた 人、 ただし   
条件により受験できない 場合があ ります       

と き 9  月 20 ヒ @ Ⅱ 日 ) と き 9  同 2 Ⅲ   @  l@ 

受 付 9  : 00 一 受 付 9 Ⅱ 0 一 

試 験 10  Ⅱ 0 一 15  円 5 試 験 10 Ⅱ 0 一 15 55 

ところ 水巻町立 木巻 中学校   ところ 水巻町立 木巻 中学校 
M-@  t 
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広域行政事務 組伶 総務課庶務 係こ 申し込 

み吉を交 け 、 必要事項を記入の うえ 提出。 政一 
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                                            中間地域広域行政事務組合 ● 貝 ｜ Ⅰ @ @   

容 293-3581 

用 r, Ⅱ ， 口 Ⅱ "" ビ づ ",   
大卒 179.000 円程度 

岡垣町人宇野Ⅲ 697 冊 地 171 1 

岡垣町役場町長公室人事保 古 282-1211 
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2 階文化観光 地報 ひろ ば、 7 ム ズ 7 階 

    
土建       １ 「 @ ， ， ・ オ １ １ り 「 6 年 4 月 1 l ま 中し込み用紙に   2   女車項を出入し、 帖送 、 打ち 

  E 巳こ 佳 - まれた 人 ( ただ l, 大半における 在学 いずれの場合も 50 円切手を所定のところには。 

期間が 2 午を越える人は 除く ) 又 、 条件に で福岡県人小委貝金字 務局 任用 課 に提出。 

よ j ぞ ．験できない 場合があ ります     
と き 第 1 り Ⅰ百武月余                                 

8  : 30- 帖 : 00 

( 試験区分に よ り 終 Ⅰ 時問 が異な   
します ) 〒 812-8577  福岡市博多区 % 分Ⅲ 7-7 

ところ 香椎高等学校、 北九州間洋学校 は 呑 092-6 Ⅵ -3883 

か 2 か所 

米 第 2 次試験Ⅱ @{] 月山 句 に実施 
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              世紀の国際交流は 
あ なたの 力 で 

lg)IImT 国際交流協会準備委員会の 委員募集   

地球規模の経済活動の 時代となり、 同際 化が急速に進展 l- 

でいます． ， 

各自                                                                                                                                                                                                                                               
ており、 国際交流の質鼠の 向上と、                                                           @ 、 できる人材   

の 養成が求められでいます ， 

当 uIT でも国際交流只を 配置し、 各交流事業を 通しで 岡垣 Ⅲ   
にふさわしい 交流方法を模索しつつ 推進していますが、 しか 

しながら町民の 幅広い参加を 呼び起こすまでには 至って お : Ⅰ 

まぜ ん 。 これからは長期展望にたった 計 両性のあ る W 氏 参加 

の国際交流を l:l 指して、 町民、 各団体へと交流の 英紙を広げ   

ていく ノ、 要があ ります。 こ                             交流の推進母体とな 

る 国際交流協会の 設立が必要です。   

今回 そ ㈹ 為 6,) 準備委 貝 会を発足させます     

国際交流の主役は 行政ではなく 町民の皆さんです「 岡垣町 

の国際化の推進、 発展のために 意欲をお持ちの 方、 協会の設 

    止 準備委員としてご 協力 お卯 いしまず。 また近所に知人や 推   
締切 日 7 月 31 円 ( 金 )   

問い合わせ 地域振興課 へ 
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人
間
学
講
座
 円
 
出
会
い
 ヒ
 

（
文
化
講
演
 ム
三
 

講
師
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
 

テ
ー
マ
異
色
の
外
国
人
ダ
レ
ン
ト
、
 

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
の
ボ
ク
が
触
れ
 

た
 す
ば
ら
し
き
 ニ
ツ
 ボ
ン
 

料
金
 
要
 会
員
 券
 

 
 

，掛 

  
リ -"" " 占     

正 @. ガ   な い 

ⅠⅠⅠ 

，ブ イ 

ヱ子 

て ぅ 

      
  付コ村け り   特 

Ul 月り 

半分 
生開 
ね講   

ワく座 
l わ 
フ - く 
口 

9
 月
㏄
 日
 （
土
）
講
師
 ぃ
 九
州
大
学
 

医
学
部
教
授
吉
田
同
一
 

一
夕
イ
ト
ル
 未
 （
 巴
 

時
間
午
後
 1 時
か
ら
 3
 時
 

入
会
金
・
 一
 
-
 
千
円
一
二
年
間
有
効
 一
 

受
講
料
一
万
二
十
円
一
一
不
用
 

維
持
費
六
百
円
 
三
 か
月
 

光
不
測
の
事
情
に
よ
り
、
講
師
・
ロ
 

程
な
ど
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
 

 
 

O 



」 " 舟 ㌔ ヂ ⅠⅡ亡ハ 。 " （（ コ申 ， ‥ ，イトⅠ -   お， ",,, っ ": 、 一 シ     

●中央公民館 容 282-0162 ●東部公民館 容 282-0035 ●西部公民館 容 282-7476 ●社会福祉協議会 容 283-2940 

） 

来年 4 月人 021 世紀   の 

自衛隊を担うフレッシュな 

Ⅹ
 

・ 海 ・ 

問い合わせ 

空
 

自衛官を 

芦屋基地内芦屋募集事務所 

募集 

S223-0981 へ 

募集種 目 

- 般曹 候補学生 ( 男 ・ 女 ) 

再 根神 士 (=. 女 ) 

2@KSS@(@-*) 

航 幹生 (= . 女 ) 

""""" 。 "   。   

防衛医科大判 剥男 ・ 女 ) 

石 詩学生 ( 女子 ) 

応募 資ヰ色 受付期間 
la 巌明 と上 24 歳未満 8 ノ 3@  9 ノ Ⅱ 

l8 歳以上 27 歳未満 S ノ 3 ～ Q ノ Ⅱ 

l8 曲片上上 27 歳未満   8 ノ 3@  9 ノ Ⅱ 

高卒 埠囚 2% 未満 8/  3 ～ Q/ Ⅱ 

吉 。 。 "' 酎 " 歳 未満 9/16 ～ l0/l4 

" 。 。 ""'""""  9/]6 ～ l0/l4 

    高卒 硯 ょ村 22 歳未満・ 9/l6 ～ lQ/ 侭 

児童扶養手当が 変わります 
父親のいない ( 重度障害を含む ) 児童の母親などに 

給される児童扶養手当の 対象者が広がり、 未婚の千で 

親に認知された 場合でも同手当が 支給されるよ う に な 

まュ 9 , 

また所得制限額が 次のとおり変わります。 

 
 

立
文
 り
 

9 年中の所得が 審査対象です   

本   人 孤児等の養育者 
一一全部支給 一部支給 配 偶 者 
(42,l30 円 )   
458,000 1,54o,000 2,360 ， 000 

904,000 1,920 ， 000 2,740 ， 000 

1,326,000@ [@ 2,300,000 3,l20 ， 000 

l,748,000 2,680,000 3,500 ， 000   
2.l70.000  3.060.000 3,880 ， 000 

2,592,000    3,440,000 4,260 ， 000 

障害児童に対する 特別児童扶養手当の 対象はこれまで 

通りです、 所得制限額は 別にお知らせします ， 

問い合わせ 福祉課 へ 

0
 世
話
す
る
財
団
 

な
り
、
ケ
ト
ン
 

）
 

私
と
亀
の
国
際
コ
ネ
ッ
ク
シ
ョ
ン
そ
れ
か
ら
高
校
 
へ
と
、
し
ば
ら
く
 庭
 

 
 

の
的
た
ち
を
考
え
ま
ぜ
ん
で
し
た
。
 

 
 

Ⅱ
 ル
侠
 
一
仁
・
生
の
 

の
こ
と
を
忘
れ
で
い
ま
し
た
。
 

第
一
の
 訳
 

そ
し
て
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
、
 

こ
の
記
事
を
古
き
始
め
て
か
ら
 二
 

牛
の
Ⅲ
に
時
々
皆
さ
ん
か
ら
「
こ
の
 

世
の
題
名
は
一
体
ど
う
い
う
意
味
で
 

し
ょ
う
か
。
無
名
は
ど
う
い
う
ふ
う
 

に
 読
み
ま
ず
か
，
ど
う
し
て
こ
れ
は
 

ギ
ャ
サ
リ
ン
と
色
が
国
際
的
に
つ
な
 

が
る
と
こ
ろ
で
ず
か
。
」
と
私
は
よ
 

く
 聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
「
ギ
ャ
 サ
 

リ
ン
と
亀
の
国
際
 コ
不
ッ
 ク
シ
ョ
ン
」
 

と
だ
い
た
い
読
み
ま
す
が
、
他
の
読
 

み
 方
も
間
違
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
 

ず
 。
二
年
間
秘
密
と
し
て
い
ま
し
た
 

が
 、
最
後
の
記
事
で
や
っ
と
題
名
の
 

秘
密
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
思
い
 き
 

す
 。
 

て
い
た
女
性
の
留
学
生
は
家
族
や
友
 

だ
ち
が
い
な
く
て
寂
し
い
と
普
通
の
 

Ⅰ
 文
し
、
と
ゴ
 也
の
 

答
え
で
し
た
。
し
か
し
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 

の
留
学
生
の
「
庭
に
住
ん
で
 い
 る
 毛
 

た
ち
が
い
な
く
で
寂
し
い
」
と
い
う
 

答
え
は
九
歳
の
私
に
気
に
入
っ
で
、
 

面
白
く
て
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
，
 

そ
し
て
た
ま
た
ま
こ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 

の
留
学
生
を
預
っ
て
い
た
ボ
ス
ト
家
 

族
の
家
は
私
の
通
学
路
の
途
中
だ
っ
 

た
の
で
、
ホ
ス
ト
家
族
の
庭
に
も
 亀
 

た
ち
を
育
て
て
い
る
か
ど
う
か
、
ど
 

き
ど
き
し
な
が
ら
毎
日
学
校
の
帰
り
 

に
 探
し
に
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
 見
 

つ
け
ら
れ
な
く
て
、
そ
の
う
ち
に
そ
 

CatherIne 

亀 

鋤 
Connectk 

主 に 
、 体三 d   

 
 

 
 

ス
 ヴ
ィ
ル
両
校
の
 丹
 寸
土
 

A
F
S
 

ク
ラ
 

ブ
に
 参
加
し
、
外
国
の
高
校
生
と
ふ
 

れ
あ
っ
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
高
校
 

二
年
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
自
分
は
 A
 

F
S
 留
学
生
と
し
で
福
岡
県
糸
島
郡
 

に
 県
立
糸
目
 ゅ
 
一
口
同
校
に
通
い
な
が
ら
 

ポ
｜
 

ム
ス
テ
イ
 し
、
 帰
り
た
く
な
い
く
ら
 

い
ず
ば
ら
し
い
二
ヵ
月
を
過
ご
し
ま
 

し
た
，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
帰
っ
て
 、
 

執
心
 に
 A
F
S
 
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
続
 

け
で
 ・
代
表
者
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

実
は
亀
の
こ
と
を
悪
い
出
し
た
の
 

は
 英
語
文
学
の
授
業
で
し
た
。
ア
メ
 

リ
力
 合
衆
国
の
偉
人
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
 

ノ
 ・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
叙
伝
を
読
 

ん
だ
上
で
、
こ
の
作
家
の
話
し
の
よ
 

う
 に
自
分
の
生
涯
 ド
主
 
%
 腓
 受
け
た
 子
 

供
 時
代
の
経
験
の
作
文
を
菩
 く
 宿
題
 

が
 出
さ
れ
ま
し
た
，
こ
こ
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
 

の
 留
学
生
の
庭
の
ぬ
た
ち
を
探
し
た
 

こ
と
を
久
し
ぶ
り
に
思
い
出
し
た
の
 

で
 す
 ，
そ
れ
か
ら
小
学
生
で
庭
で
 亀
 

を
 探
し
た
よ
 う
 に
 A
F
S
 

の
活
動
で
 

含
 も
こ
れ
か
ら
も
世
界
で
友
だ
ち
を
 

探
し
て
い
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
、
 

庭
 の
 色
 た
ち
は
世
界
の
友
だ
ち
だ
と
 

い
う
地
楡
的
な
作
文
を
書
き
ま
し
た
。
 

第
二
の
訳
 

そ
の
後
、
高
校
生
だ
か
ら
人
学
の
 

進
学
を
考
え
る
 よ
う
 に
な
り
ま
し
た
，
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
人
学
を
出
 

燗
 す
る
の
に
日
本
と
違
っ
て
、
試
験
 

以
外
に
学
歴
や
作
文
が
大
事
で
す
。
 

私
は
な
ぜ
将
来
に
外
交
官
に
な
り
、
 

大
学
で
日
本
学
を
専
門
に
し
た
い
か
 

O
 



一
 

  ノ
ヘ
，
 

席
 

  
せ
オ
 

一 一一 
市 ワ 岡垣町役 

便
 -
 が
で
た
ら
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
 

を
 受
け
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
 
遠
 賀
保
健
所
 

衛
生
課
・
保
健
課
 

呑
 2
0
1
 
１
 4
 

1
6
1
 

へ
 

  
ヰ
 
。
 
"
 
"
'
 

   
 ，

ン
   

  漫ク ま Ⅰ ョや 282-1211 ● 

        犬が ・」Ⅰ 症犬な更 Ⅰ ｜ こ℡ ｜ 叶の す て 4 - 典 」   
  

・
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
は
よ
 

く
洗
っ
た
後
、
熱
湯
を
か
け
て
 

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
 

3
 、
入
浴
時
の
注
意
 

・
浴
槽
は
毎
Ⅱ
洗
い
、
浴
槽
の
水
 

は
毎
日
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
浴
槽
に
つ
か
る
前
に
、
肛
門
部
 

 
 

 
 

 
 

食
品
を
保
存
す
る
場
合
は
、
冷
 

蔵
 庫
で
 5
 度
一
低
温
一
で
保
存
 

し
 で
く
だ
さ
い
，
 

支援センター 呑 282-5167  Ⅰ 

同
じ
よ
う
に
口
か
ら
菌
が
入
っ
て
感
 

染
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
食
べ
物
に
 

は
も
ち
ろ
ん
、
飲
み
水
や
手
の
衛
生
 

な
ど
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で
 

す
 食

中
毒
は
一
般
に
気
温
が
商
く
な
 

る
初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
で
増
加
し
 

ま
す
。
 
0
 ｜
 l
5
7
 も
こ
の
時
期
に
 

集
中
し
ま
す
。
 

2
 

食
品
は
衛
生
的
に
取
り
扱
い
ま
 

し
ょ
う
 0
 

 
 

食
材
は
流
水
で
十
分
に
洗
い
ま
 

し
ょ
う
。
 

調
理
す
る
と
き
に
は
十
分
に
加
 

熱
し
ま
し
ょ
う
。
一
食
品
の
中
 

心
温
度
を
 1
3
 度
 ・
 1
 
分
以
上
一
 

 
 

ま
し
ょ
う
 0
 

 
   

 
 

。 ・「Ⅰ ヰ               "' 「 ?""'""""  
 

 
 

" ヨ "   

@ ルバ一人材センター 呑 282-4688 

 
 

を
 清
潔
に
し
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

  

毎酊 
腸菌 

 
 

『
Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
 

  

  

Ⅰ
 1.
1
 

 
 

干
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
 

食
事
前
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
 

き
、
ト
イ
レ
の
あ
と
は
利
け
ん
 

と
流
水
で
十
分
に
手
を
洗
い
ま
 

し
ょ
う
 0
 

 
 

使
用
後
の
蛇
口
の
と
つ
手
は
水
 

 
 

 
 

ど
 う
 す
れ
ば
予
防
で
き
る
の
 7
 

  
  
  

  

 
 

に
 行
っ
た
の
は
運
ム
 
田
 じ
し
た
。
大
女
「
 

で
 一
半
生
か
ら
国
際
 寮
 に
入
っ
て
 

一
年
半
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
に
な
っ
た
 

 
 

の
 日
本
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
イ
ン
ド
 

人
な
ど
と
友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
，
 

察
の
要
員
会
の
一
人
に
も
な
っ
で
、
 

 
 

事
業
を
楽
し
く
計
画
、
実
行
し
ま
し
 

 
 

の
口
 不
学
戎
紙
一
の
お
か
げ
で
三
年
 

 
 

度
は
 
一
年
間
慶
応
大
学
で
日
本
語
を
 

勉
強
し
で
、
東
京
都
保
谷
市
に
住
ん
 

 
 

ス
デ
イ
を
し
ま
し
た
。
一
緒
に
勉
強
 

 
 

 
 

 
 

に
人
っ
で
か
ら
、
後
悔
の
世
い
は
 

と
 十
分
説
明
し
た
「
 庭
 ㈹
℡
た
ち
」
 

の
作
文
を
使
っ
で
、
い
く
つ
か
の
レ
 

ベ
ル
の
高
い
大
学
に
中
し
込
み
ま
し
 

で
す
。
し
か
し
初
め
で
メ
リ
ー
ラ
ン
 

た
，
で
す
が
、
ア
メ
リ
 ヵ
合
衆
 同
の
 

大
学
学
 輯
 が
と
て
も
高
く
で
、
残
念
 

な
が
ら
、
一
番
安
い
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
 

州
立
大
学
に
決
め
る
し
か
な
か
っ
た
 

  

ド
州
立
人
学
の
構
内
を
訪
ね
た
時
、
 

扶
耳
 
Ⅲ
」
 
と
 キ
リ
コ
，
 @
 
上
丁
、
 

母
は
突
然
「
あ
な
た
は
こ
の
大
学
に
 

来
る
の
は
運
命
だ
」
と
言
い
ま
し
た
，
 

ど
う
し
て
と
聞
い
た
ら
、
毛
が
大
学
 

の
 全
で
の
 ス
ツ
 
ボ
 ツ
 
・
テ
ィ
ム
の
 名
 

前
ず
 な
わ
ち
マ
ス
コ
ッ
ト
だ
か
ら
で
 

 
 

 
 

第
三
の
訳
 

大
学
 W
 年
 生
で
ま
た
ア
メ
リ
カ
 合
 

 
 

住
み
、
卒
業
す
る
ま
で
勉
強
し
ま
し
 

た
 

 
  

 

業
を
申
し
込
ん
で
、
選
ば
れ
ま
し
た
「
 

最
初
の
一
年
Ⅲ
は
甘
木
市
に
派
 造
さ
 

ね
 、
そ
こ
の
教
育
委
同
会
の
英
語
 指
 

 
 

て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
教
え
る
 

 
 

国
際
交
流
 ｜
 英
会
話
と
い
う
一
万
通
 

行
の
考
え
が
堅
い
し
、
ぞ
う
い
う
 考
 

え
の
人
が
多
く
で
ち
ょ
っ
と
苦
労
し
 

ま
し
た
，
私
は
国
際
交
流
は
日
本
語
 

で
も
言
葉
無
し
で
も
出
来
る
と
思
っ
 

た
か
ら
、
国
際
交
流
貝
の
仕
事
に
関
 

し
で
興
味
を
朽
ち
ま
し
た
「
し
か
し
 

 
 

 
 

二
三
ロ
わ
れ
た
時
は
迷
い
ま
し
た
。
 せ
 @
 
ノ
 

 
 

 
 

 
 

た
か
ら
不
安
で
も
申
し
込
み
ま
し
た
。
 

脈
道
 依
硬
が
 来
る
ま
で
良
い
道
を
選
 

ん
だ
か
ど
う
か
と
心
配
し
ま
し
た
，
 

そ
 し
で
や
っ
と
 書
頗
が
 届
き
ま
し
 

た
 。
深
け
た
め
色
を
し
て
、
封
筒
を
 

開
き
ま
し
た
。
封
筒
か
ら
 吉
類
を
サ
 

ア
と
 引
っ
ぱ
り
な
が
ら
、
海
が
め
も
 

 
 

 
 ユ

ヮ
 

 
 

 
 

の
人
と
ふ
れ
あ
っ
で
、
外
国
の
こ
と
 

 
 

流
 活
動
、
記
事
、
英
会
話
、
学
校
 訪
 

 
 

沢
山
の
一
生
に
残
る
思
い
出
も
出
来
 

ま
し
た
。
そ
し
て
九
枝
の
時
と
違
っ
 

て
 、
囲
垣
の
庭
で
亀
を
探
ず
こ
と
は
 

大
成
功
で
し
た
。
三
里
松
原
で
 産
 ま
 

 
 

し
た
。
・
皆
さ
ん
は
私
の
毛
た
ち
で
 

す
 @
 
 と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
と
 

の
 記
事
や
国
際
交
流
手
業
を
通
じ
て
 

友
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
，
私
は
岡
 垣
 

 
 

 
 

こ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ま
た
は
 

 
 

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
 

 
 

 
 

二
年
間
の
愛
読
は
誠
に
あ
り
が
と
 

三
 @
 、
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
会
 
い
 

ま
し
ょ
う
 ｜
 

の
 前
に
広
が
り
ま
し
た
。
色
の
迎
合
 

と
ま
た
巡
り
会
い
ま
し
た
，
海
が
め
 

を
 見
 る
と
、
国
際
交
流
 員
 に
な
り
新
 

し
い
 町
 「
 
兄
 け
く
こ
と
に
安
心
し
ま
し
 

た
 

O
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岡 

 
 

 
 

ス 
ポ 
  

ツ 
募 
集 

申
し
込
み
Ⅲ
 ぃ
 合
わ
せ
、
福
岡
県
 

看
護
協
会
 呑
 0
9
2
 
１
 7
1
4
 
１
 5
 

 
 

な
お
、
福
岡
県
看
護
協
会
で
は
、
 

県
の
委
託
に
よ
り
、
看
護
職
員
無
料
 

職
業
紹
介
所
を
開
設
し
で
い
ま
す
の
 

で
、
講
習
会
受
講
希
望
で
か
い
人
で
 

も
 有
資
格
者
の
人
は
、
ぜ
ひ
ナ
ー
ス
 

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
 よ
 う
お
勧
め
 

し
ま
す
。
 

募
集
人
員
五
十
人
 

受
講
料
無
料
 

ソ
フ
ト
バ
 し
｜
 

Ⅰ
ボ
ー
ル
連
盟
 

岡
垣
 W
 教
育
委
員
会
が
平
成
 7
 年
 

度
か
ら
 3
 年
間
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
 と
し
 

て
 普
及
に
努
め
た
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
 

教
育
委
員
会
で
は
、
 

軽
 ス
ポ
ー
ツ
 

を
 通
じ
、
人
人
と
Ⅰ
供
の
ス
キ
ン
シ
ッ
 

フ
を
 深
め
る
こ
と
を
日
的
に
「
フ
ァ
 

ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
 

を
 開
催
 い
 た
し
ま
す
。
 

家
族
・
地
域
の
皆
さ
ん
で
チ
ー
ム
 

を
 組
ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

と
き
 
8
 月
花
田
（
七
一
 

受
付
 T
 後
 5
 時
 i
 

競
技
開
始
午
後
 6
 時
 ｜
 

と
こ
ろ
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

実
施
競
技
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

対
象
人
人
と
子
供
一
子
供
は
小
 

学
生
か
ら
同
校
生
ま
で
）
 

チ
ー
ム
編
成
人
人
 3
 人
と
子
供
 3
 

大
で
 1
 チ
ー
ム
を
編
成
 

競
技
方
法
チ
ー
ム
の
対
抗
戦
と
し
、
 

2
 
ラ
ウ
ン
ト
の
合
計
打
数
を
競
う
。
 

表
彰
各
コ
ー
ト
の
 1
 位
か
ら
 3
 位
 

ま
で
に
賞
品
を
贈
る
ほ
か
、
ホ
ー
ル
 

イ
 ン
ワ
ン
宜
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

申
込
先
申
込
書
を
社
会
教
育
課
 

東
部
公
民
館
・
中
央
公
民
館
に
用
土
 "
 
め
 

 
 

と
き
 
7
 月
㌘
二
月
）
か
ら
 7
 月
 

Ⅵ
 日
一
 金
一
ま
で
の
午
前
 
9
 時
㏄
分
か
 

ら
 V
 後
 4
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
 

フ
 

 
 

福
岡
県
と
看
護
協
会
で
は
、
看
護
 

ブ
や
 チ
ー
ム
を
 募
集
し
ま
す
。
規
約
 

職
員
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、
 就
 

登
録
規
定
な
 ど
 、
詳
細
問
い
合
わ
せ
 

莱
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
在
 看
 謹
は
左
記
 へ
連
   

の
 現
場
を
離
れ
で
い
る
方
を
対
象
に
 、
 

問
い
合
わ
せ
 
高
野
宏
一
 

再
就
職
に
備
え
た
講
習
会
を
開
催
し
 

呑
 
・
 r
,
A
X
2
8
2
 １
 7
7
4
0
 

ま
す
。
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エ   
き手 

  
  

大 @ 

ム 
Ⅰ 

  
  
） 大 4 

口 

と
き
 
5
 月
山
・
別
ロ
 

と
こ
ろ
 

水
 港
町
 営
 テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

町
民
デ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

優
勝
平
井
政
信
・
早
苗
京
子
組
 

第
 4
 位
大
田
 兼
博
 ・
木
原
 礼
 千
組
 

と
き
 
5
 月
 L
 Ⅰ
・
Ⅳ
 日
 
・
利
目
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
勝
古
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
 

 
 

準
優
勝
 
荊
山
 Ⅲ
集
ま
ろ
う
 会
 

三
位
 
ヒ
海
 ク
ラ
ブ
・
 
旭
 ク
ラ
ブ
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
 

水
 

大
会
 

 
 

と
き
 
6
 月
Ⅱ
 日
 

）
 

三
位
 
佐
 雌
雄
太
 

0
4
 年
生
女
子
 

二
位
町
田
奈
保
 美
 

三
位
門
司
祭
々
 

0
5
 年
生
男
子
 

優
勝
伊
藤
拓
也
 

0
 中
学
生
里
子
 

二
位
吉
益
武
志
 

団
体
戦
 

0
 小
学
生
 

三
位
官
官
 枕 成
金
 <
 

0
 中
学
生
 

三
位
向
 婁 転
成
合
 A
 

と
 -
 
」
 ろ
 
町
民
体
育
館
 

と
こ
ろ
水
巻
町
立
体
育
館
 

1
 
 位
竹
山
風
雅
・
 男
座
ク
、
、
 

へ
代
 

個
人
戦
 

鍋
 山
方
 ヂ
 ・
石
田
高
校
 組
 

0
 低
学
年
の
部
 

2
 
 位
刊
本
 俊
澄
 
・
宮
下
洋
子
優
勝
 
河
  
 

石
田
実
・
瀬
戸
口
和
子
組
 

0
4
 年
生
男
子
 

3
 
 位
木
原
人
生
・
中
嶋
鹿
子
・
優
勝
 
塩
 川
 恒
彦
 

二
位
竹
崎
 史一
 

西
嶋
久
美
子
・
梅
田
夫
 忠
 千
組
 

く
 

    
            @4W                           

  
""""" 。 機 " 

 
 

  
ヒ紐 
  

護
力
 再
開
発
講
習
 ム
 

の
ご
案
内
 

ボ
ー
ル
教
室
」
の
成
果
を
引
継
ぎ
、
 

「
連
盟
」
が
発
足
し
ま
し
た
，
 

加
盟
登
録
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
 

し
 で
い
ま
す
。
 

申
込
期
限
 
8
 月
 7
H
 
一
食
）
ま
で
 

t ン ; 

㍉
Ⅰ
 
ソ
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